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第１５回　わかやま住民要求研究集会　参加申込書

	
	お名前
	ご住所
	電話
	参加分科会
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	分科会
	主な討論テーマ
	レポート報告
	助言
共同研究者

	①子育て・教育
	１、昨年（2024年）は、国連「子どもの権利条約」を日本が承認して30年目という節目の年でした。その年の12月15日、「和歌山県子どもの権利条例」の制定を求める「こどものけんり・わかやま（和歌山県子どもの権利条例制定を求める会）」が結成され、活動を続けています。現在に至る会の歩み、条例のなかみづくりの課題と展望について話し合います。

２、昨年10月から県独自措置として学校給食費無償化が実現しましたが、国の施策としての無償化の早期実現や物価高騰の中で子どもたちに安全で豊かな学校給食を保障する課題などについて、栄養教諭からの報告をもとに議論します
	① 権利条約の制定にむけた会の歩みと展望について報告いただきます。

② 学校給食に関して、物価高騰が続く中で、学校現場での苦労や課題について栄養教諭から報告いただきます
	越野 章史氏
(和歌山大学)

	②社会保障
	和歌山県においては、公立病院のほとんどが赤字経営に陥り、民間病院も物価高騰・材料費高騰で経営が圧迫されています。医療労働者の賃金は上がらず、人手不足が深刻になり、病床を閉めざるを得ない事態も起きています。ところが、政府は医療危機の克服に支援するのでは無く、1床につき410万円の補助を出して病床削減をすすめようとしており、このことが医療危機を一層深刻にしています。和歌山県においても地域住民の医療を守る運動は急務となっています。また、国民健康保険制度も崩壊しかねない状況にあります。被用者保険の加入要件の緩和により被保険者数が今後も減りつづける見込みであり、低所得者が被保険者の多くを占め、このままでは保険料・税が上がり続けることが予測されます。中央社保協は、地方から国に向けて国庫負担の増額を行い国の責任で国保を守れという声をあげることを呼びかけています。第2分科会では、地域医療をめぐる情勢、国保制度をめぐる問題点を共有し、住民と医療機関、医療労働者の共同の運動と地方議会での取り組みについて考えたいと思います。
	1 和歌山民医連　病院経営危機打開の運動

2 いのち・くらし・平和を守る白浜町民の会　はまゆう病院を守る住民運動

3 和歌山県社保協　国保の県下統一をめぐる自治体懇談会と今後の運動
	林信悟氏　（中央社会保障推進協議会事務局長）

	③産業･経済・町づくり

	どの地域でも住民の強い要求となっている、デマンドタクシーなどきめ細かな公共交通づくりについて考えます。今回は乗合タクシーの実現をめざす住民運動で、「デマンド乗合交通」が始まった紀の川市の経験を報告してもらいます。

すさみ町では空き家対策と移住促進、地域資源を生かした観光のとりくみなどで、２年連続で人口の社会増がおこりました。そのとりくみを聞き、高齢化、人口減少のもとでの地域づくりを考えます。
	①「デマンド乗合交通」を実現させた「紀の川市に乗り合いタクシーを走らせる会」のとりくみ

　藪野寛氏（「走らせる会」事務局）

②すさみ町の空き家対策と移住促進、漁業体験や教育旅行へのとりくみなど

　中嶋淳氏（すさみ町観光協会会長）
	大泉英次氏
(和歌山県地域自治体問題研究所理事長）

	④農林漁業
	和歌山県は、農林水産資源が豊かな県です。しかし、農業・林業・漁業のどの分野を見ても、次の時代・世代への「持続可能性」が脅かされてきています。国連では、「農民の権利宣言」(農民＝林業・漁業者も含む　2018年)が採択され、農林漁業の持つ多面的な価値を大事にし「小規模・家族農業」を守ることが世界の大きな流れになり、和歌山の課題を考える上でも重要です。

今年は、県内でも広がりつつある外来種「クビアカツヤカミキリ」の被害と対策について考えます。また、新たな試みである「紀の川流域カンパニー株式会社」の取組みを学びます。
	第1部　　外来種「クビアカツヤカミキリ」から桃・梅・桜を守るパネルディスカッション

13:00～15:00（休憩）

第2部　　紀の川流域カンパニー株式会社の取組み　　15:15～15:50

①　報告

②　質疑応答
	湯崎真梨子氏

（和歌山大学客員教授）　
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分　科　会


①　子育て・教育


②　社会保障


③　産業・経済・町づくり


④　農林漁業





■日　時　　２０２５年　１０月１８日（土）


■全体集会①１０：００～１２：００


　特別報告　和歌山県の地域医療をめぐる状況について


　　　　　　佐藤英昭氏


記念講演　テーマ　医療崩壊の危機を打開するために


　 地域医療を支える公立・公的病院の役割


　　　　　講 　師 長友 薫輝氏（佛教大学准教授）


　　　　　　　　　＝オンラインによる講演＝


■分科会　　１３：００～１５：５０


■全体集会②１６：００～１６：３０　各分科会報告


■場　所　　和歌山県勤労福祉会館プラザホープ


■参加費　　　１,０００円　大学生以下無料


■昼　食　　食事は各自でご準備ください。





主催：わかやま住民要求研究集会　実行委員会


【事務局】和歌山県民主医療機関連合会


電話：073-441-5090　Fax：073-441-2550　メール：wa.min-iren@maia.eonet.ne.jp
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